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１年を振り返って
校長 髙安 暢

この１年を最も雄弁に
物語っているものは、今
年度の卒業式での感動的
なエンディングではなか
ったかと思います。「師弟
同行（していどうぎょう）」
という言葉がありますが、
生徒と教師が同じ目的で
学び指導していく、とい

う意味です。これが、学校生活においてう
まく同調し、機能したとき、今年度の卒業
式での卒業生の担任への感謝の言葉のよう
になるのではないかと思います。

学習面ばかりでなく、部活動や生徒会活
動など、様々な分野での新屋高校の「師弟
同行」がより深まることを期待し、この１
年の振り返りとします。

卒業証書授与式

第 ２ ７ 回卒 業 証 書 授 与式 は 、３ 月１ 日
（金）午前１０時３０分から第一体育館に
おいて挙行されました。

初めに、３年Ｅ組の能登千晴さんが代表
して卒業証書を受領しました。続いて、「サ
ービス消費のみの社会人ではなく、提案の
できる『本当の市民』になってほしい」と
の校長式辞がありました。在校生代表佐藤
勇磨君が「先輩から学んだたくさんのこと
を生かし頑張っていく」と送辞を述べると、
卒業生代表の伊藤和憲君が「高校３年間は
短い。有意義に時を過ごしてほしい」と答
辞を述べ、１９６名の卒業生は
学 び 舎 を 巣
立 っ て 行 き
ました。

表彰式・記念品贈呈式・
同窓会入会式
卒業式前日、皆勤

賞２１名、特別活動
賞６１名、献血功労
賞４名に対する表彰
が行われました。ま
た、引き続き記念品
贈呈式および同窓会
入会式も行われ、学

校や同窓会との絆を再確認した３年生たち
でした。

クラス幹事や部活動代表の生徒たちは、
今後同窓会の先輩と連携し、ＯＢＯＧとし
て活動の中心的役割を担うことになります。
新屋高校の今後を、同窓生として応援して
いきましょう。

進路決定状況③
進路指導主事 石井啓之

卒業生に対する大学・短大への進学予定者は
109 名（55.6 ％）で、昨年同時期の 105 名（53.3
％）よりも４名（2.3 ％）増加しました。４年
制大学は 92 名と昨年 74 名から大幅に増加しま
した。このうち、国公立大学は 17 名、私立大
学は 75 名となっています。
国公立大学については、ＡＯ・推薦 Ⅰ など

センター試験を利用しない入試の合格は 7 名で
した。また、推薦 Ⅱ
の合格が 3 名、一
般入試で前期日程
6 名、後期日程 1
名と、センター試
験を利用した合格
は 10 名 となりま
した。

就職内定者は 14
名で、うち県内 7
名、県外 7 名でし
た。



進路志望状況と決定状況※[ ]内は未決定者数 3 月 22 日 現在
進路状況 合計 国公大 私 大 短 大 専門校 進学未定 民間 公務員 就職未定 全く未定

１年生 2 月志望 201 81 27 13 48 17 3 5 3 4
２年生 2 月志望 197 70 28 18 36 13 20 6 5 1
３年生 2 月志望 196 37 73 15 56 0 9 5 0 1
３年生 決定状況 １８３ １７ ７５ １７ ６０ [12] ９ ５ 0 [1]
（昨年同期） (186) （21） （53） （31） （49） ([11]) （29） （3） （0） （０）

一般選抜合格発表

３月１２日（火）午後４時、一般選抜合
格発表が行われました。

前庭は、３０分前にたくさんの車で埋め
尽くされました。発表の時を今か今かと待
つ受検生と保護者の方々。４時ちょうどに

合 格 者 の 受
検 番 号 を 記
し た ボ ー ド
の 白 布 が は
が さ れ 、 前
庭 に は ひ と
き わ 高 い 歓
声 が 上 が り
ました。

平成24年度 研修報告（後期）
研修部主任 茜谷信也

１０月１６日（火）に共通テーマ「効果
的な発問及び生徒の発言を引き出す工夫を
取り入れた授業の実践」を設定して、授業
研修会を行いました。数学Ⅱは２Ａで、生
物Ⅰは２ＢＤで、オーラルコミュニケーシ
ョンは１Ａで、それぞれ研究授業を行い、
教科の垣根を越えて全教員が３グループに
分かれて参観しました。その後、指導方法
や教材の工夫など、参考になった点や今後
の課題について意見交換を行いました。

ま た 、 後期 の 互 見 授 業を １ １月 １２ 日
（月）～１６日（金）に実施しました。１
１月には、近隣四中学校と連携しての授業
改善に向けた研究授業が各中学校を会場に
して行われ、本校の教員も参観しました。

授業力向上に向けたこのような取り組み
の成果は、生徒たちの授業に還元できるも
のと考えており
ます。

３月には、先
生方の１年間の
研修の記録とし
て、平成２４年
度研修集録を発
行 す る 予 定 で
す。

保健・教育相談部から
養護教諭 坂田 奈々

１０月２５日（木）、学校医の内科医木村
先生、眼科医松戸先生、歯科医杉田先生の
３名の先生方に御出席いただき、平成２４
年度学校保健委員会を開催、本校生徒の健
康について話し合いました。

木村先生からは、腹痛で保健室に来室す
る生徒の原因に便秘が考えられるため、生
活習慣を整え排便習慣をつけること、松戸
先生からは若者に増えているカラーコンタ
クトレンズのトラブルについて、また杉田
先生からは、検診で歯垢がとりきれていな
い生徒が多かったので丁寧な歯磨きを頑張
ってほしい等、指導助言をいただきました。

生徒の健康維持・管理に役立てたいと思
います。

３月１４日 「先輩講話」
～１年後、２年後の進路を見据えて～

過年度や今
年度の卒業生
を招いて、先
輩からの進路
に関するアド
バイスがあり
ました。真剣
な表情で、メ
モをとりつつ

聞き入る在校生たちでした。

各部の成績

剣道：第１７回秋田県
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